
　■　重　点　的　な　取　組　事　項

高度研究型大学を目指した

教育研究水準の向上

産学官連携機構を核とした

地域・社会貢献の推進

自立性・機動性を発揮した

戦略的な大学運営

業務運営・財務内容の改善と

施設整備

■施設整備（教育研究環境の整備）

　

　　　　　　　　　　　　　大阪府立大学が目指すもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈４つのキーワード〉
●　知の創造　（豊かな社会の構築につながる独創的で先駆的な高度研究の推進）
●　知の継承　（幅広い教養や豊かな人間性と高度な専門的知識を備えた社会をリードする人材の育成）
●　知の活用　（産学官連携等の積極的な展開による研究成果の活用）
●　地域貢献　（地域課題や社会の要請に対応した特色ある研究の推進と研究成果の社会還元）

■　新たな事業スキームの確立による早期の学舎整備
　　　ＣＭ（コンストラクション・マネージメント）やＳＰＣ（学舎整備のための特別目的会社）の活用などを組み合わせた仕組みの確立
　　　　　　総合教育研究棟の設計に着手

■地域貢献
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共同研究 受託研究 特許出願

⑯実績

⑰計画

⑰実績

■　社会人に開かれた大学の実現

　　□サテライト教室での社会人対象のプログラムの展開
　　□エクステンションセンターでの公開講座の実施（２２講座）

■　産学官連携の拡充

　　□先端科学共同研究プロジェクト制度の創設
　　　　（ＩＴ、ナノ、バイオ分野における提案公募型共同研究プロジェクトの
　　　　重点取組）

計画を上回る共同研究・
　　　　　　　　　　受託研究実績

     公立大学法人　大阪府立大学
     平成１７事業年度の取組

■教育研究活動

■　総合リハビリテーション学研究科の開設（平成19年4月～）
　　　全学部に研究科を設置し、高度専門職業人の養成を推進

■　競争的環境の醸成
　　　学内公募制度や学長裁量経費制度の活用による教育研究経費の
　　　　競争的環境の醸成

　　　　　　　　教育研究分野の活性化

■　組織の枠を超えた研究体制の充実
　　　部局横断型の共同研究グループ・「21世紀研究所」を設置
　　　　   　　　部局の枠を超えた新しい融合分野での研究の充実･発展

■　教育の充実・改善

現代的教育ニーズ
取組支援プログラム

（現代ＧＰ）

「魅力ある大学院教育」
イニシアティブ

～　成　果　～

・学部教育・大学院教育の充実
・副専攻制度の導入（平成１８年度）

■　全学教育研究組織の整備

～　三大学の再編統合と公立大学法人化　～

■　府政との連携の推進
　　□府政の課題に対応した研究の推進
     □府審議会委員等への就任

■業務運営及び財務内容の改善

■　全学的経営戦略の推進
　　□戦略的・重点的な予算配分制度の確立（学長裁量経費）
　　□外部資金獲得のインセンティブ保持方策の導入

外部研究資金獲得額
目標を大幅に上回る３０．８％増を達成
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外部研究資金獲得

単位：百万円

⑯実績

⑰計画

⑰実績

■　事務処理の効率化・合理化
　　□事務処理のシステム化、ネットワーク化
　　□アウトソーシング・人材派遣サービスの導入
　　　　　　事務職員のスリム化　　２８名減（⑰　276名　→　⑱　248名）
　
■　教員組織のスリム化
　　□非常勤講師、ＴＡ・ＲＡの活用
　　　　　　教員配置計画数　　２０名減（⑰　845名　→　⑱　825名）

　

理事長の
トップマネジメント

■　教育研究組織の見直し
　　　部局横断型の共同研究グループ・「21世紀研究所」を設置

総合教育
研究機構 産学官連携機構

学術情報
センター

文部科学省の教育改革支援事業の獲得

資料３
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 〔教育運営会議〕 
・議 長：理事（教務学生担当） 
・構成員：機構長、学部長、学生センター長、機構統括、 

各学部等教育運営委員会委員長、 
・審議事項：大学全体の教育課程の編成 
      教育改革・展開の基本方針 
 

   
・委員長：高等教育開発副センター長 
・構成員：学生センター長、高等教育開発センター主任 

各学部等教育改革担当教員（各１名）、､ 
・審議事項：高等教育開発センターの管理運営 

教育改革に係る事項 
       
 
・委員長：エクステンション・センター副センター長 
・構成員：学生センター長、エクステンション・センター主

任、各学部等教育展開担当教員（各１名）、 
  ・審議事項：エクステンション・センターの管理運営 
        公開講座の企画立案、調整 
        接続教育の企画立案、調整 
        
 

・委員長：機構統括 
・構成員：学生センター長、各学部等教育運営委員

会委員長、機構資格科目担当主任 
・審議事項：全学共通科目の編成 

 

総 合 教 育 研 究 機 構 

 
（業務）・全学の共通教育を担当 
 
 
（審議事項） 

   ・全学の共通教育に関する事項 
   ・共通科目専門委員会に関する事項 

・機構長から付議された共通教育部門の人事に 
関する事項 

   ・その他共通教育部門の教育研究に関する事項 
   ※学生の入学・退学等身分に係る事項、全学的な教育

改革・展開に関する事項は除く。 
 
 
 
 

・教養科目担当 
・健康・スポーツ科学科目担当 
・資格科目担当 
・FD担当（専任） 

 

 

・外国語科目担当 

 

  

・専門基礎科目担当 

 ・一般情報科目担当 

共通教育部門 

第１教室 

第２教室 

第３教室 

 
 
 
 
教育内容・方法の組織的・恒常的な改善を検討 
 
（業務）・FD等高等教育改革の調査研究 

・FD等高等教育改革の企画・立案・ 

実施 

・教育改革専門委員会の運営 など 

 

 

 

 

 

地域社会との連携や府民講座等の社会貢献を体系的・一元

的に実施 

 

（業務）・関西経済論等公開講座の企画立案、調整、実施 
・接続教育の企画立案、調整、実施 
・南大阪地域大学コンソーシアム等の連携 
・教育展開専門委員会の運営 など 

教育改革・展開部門 

高等教育開発センター 

エクステンションセンター 

各

学

部
（
教
育
運
営
委
員
会
等
）

教育展開専門委員会 

教育改革専門委員会 

教養科目部会 

外国語科目部会 

健康・スポーツ科学科目部会 

一般情報科目部会 

専門基礎科目部会 

教職課程部会 

共通教育専門委員会 

機 構 長 

機 構 統 括 

教 育 運 営 会 議 

教 授 会 

司書及び司書教諭課程部会 

学芸員課程部会 



産学官連携機構

総合戦略調整室

～産学官連携機構の管理運営等に関する意思決定機関～

            　リエゾンオフィス

             ～外部研究資金を核として
          各種産学官連携活動を推進～

◆知財と企業のﾏｯﾁﾝｸﾞ（PR、調査）
◆技術移転の推進　◆企業からの相談窓口
◆外部資金の獲得　◆ﾍﾞﾝﾁｬｰ立上げ支援
◆アントレプレナー教育・支援
◆金融機関との連携　等

                       利益相反管理委員会
                                          （非常設）
                     ～利益相反行為に関する裁定～
             ◆ポリシーの運営　　◆利益相反に係る裁定

                              発明委員会
                                          （非常設）
               　　～大学に機関帰属させる発明の審査～
   ◆基準・ルール運用　　◆発明等の承認　　◆異議申立て　等

総合戦略調整課

連携推進Ｇ 管理運営Ｇ

機構長

【総合戦略企画会議】
～産学官連携活動を活発に進めるため

種々議論をする場～

部局ﾘｴｿﾞﾝｵﾌｨｽ
○工学研究科　○生命環境科学研究科・・・・

      知的財産ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｵﾌｨｽ

   ～長期戦略による知財活用を行い、
      将来の産学官連携に寄与～

◆シーズの知的財産化
◆知的財産の管理及び活用
◆ライセンシング
◆基準・ルール策定　等

       先端科学イノベーションセンター

              ～提案公募型PJ研究等の進捗管理と
                   附属施設の管理・運用～

◆共同プロジェクト研究の推進
　（任期制等による教員の配置）
◆基盤研究の遂行
◆放射線照射事業等の実施　等
　

附属施設：
・先端科学研究Ｃ
・生物資源開発Ｃ
・科学技術共同研究Ｃ

大阪府立大学　産学官連携機構 組織図

《知的財産ブリッジセンター》
（文部科学省「知的財産本部整備事業」）


